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１．はじめに

　女性は性成熟期においては、約１ヶ月の間に女性ホルモ

ンの分泌量の変化に伴い安静時の体温が変動し、月経期や

月経前には眠気や気分の落ち込みなどに悩まされる。また、

更年期においては、女性ホルモンの分泌量低下に伴い、顔

のほてりなどを伴う不調をきたす。このように、女性の体

温変動をみることで、個々の心身の状態を推察することが

可能である。

　研究交流会では、心理学・情報科学的な観点から体温を

用いることで女性のストレス状態を推定する研究に関して

報告した。また、人間科学的なアプローチで体温研究を進

めるために、他分野の先生方との議論をおこなった。

２．研究の着想の経緯

　女性の安静状態の体温（基礎体温）は、女性ホルモンの

作用により約1ヵ月の月経周期の中で排卵期を境に低温期

と高温期の二相に分かれる。理想的な基礎体温は、低温期

と高温期に0.3-0.5℃程度の差がみられる二相性のパターン

を示し、月経周期の１サイクルはおおよそ25-38日間であ

る。一方で、一相性の基礎体温、月経周期の日数増減、不

安定な体温変動などの理想的でないパターンも見られる。

　これまでの基礎体温を測定する実験において、理想的で

ない基礎体温パターンを示す例がいくつか見られた。一相

性の基礎体温は無排卵月経の特徴的な基礎体温パターンで

あるが、社会的・精神的ストレスにより引き起こされるこ

とが報告されている[1]。また、大学の授業期間中は休暇期

間中よりも無月経の割合が高まるとの報告もある[2]。実際

に、理想的でない基礎体温パターンを示した被験者に対し、

実験期間中のストレスに関してヒアリングしたところ、「何

かしらストレスだったかもしれない」「就職先が決まらずス

トレスだった」など、自覚／無自覚に関わらずストレスが

女性の生殖機能に影響を与えると考えられた。

　近年は、心の病に悩む割合が増え、メンタルヘルスの重

要性も高くなっている。女性においては、月経痛、月経前

症候群、月経前不快気分障害など、女性特有の身体的・精

神的不調と日常生活とのバランスを維持するためのサポー

トが必須である。基礎体温は一般的には妊娠を望む女性が

測定するものであるが、ストレス度との関連性も高いこと

から、女性のための新しいストレス判定ツールともなりう

ると考えた。

３．基礎体温とストレスの関係

　基礎体温と、ストレスの種類、ストレスへの自覚の有無、

ストレスの度合が、どのような関係にあるのか調べるため

に、過去に試合や試験等で月経周期が乱れた経験のある女

子大学生10名を対象に実験を実施した。月経周期把握のた

めの基礎体温、自覚的なストレス指標としてSRS-18、無自

覚的なストレス指標として就寝中の脈拍数、唾液アミラー

ゼ（３名のみ）を毎日測定し、月経周期３サイクル分の測

定期間とした。

　被験者10名中７名において、月経周期の増減や無排卵月

経とみられる一相性の基礎体温を示した。安静時の脈拍数

は身体的、精神的ストレスにより高い値を示すことが知ら

れている[3]。本研究においても、月経周期の乱れや一相性

の基礎体温を示した周期において高い脈拍数を示したこと

から、安静時の脈拍数と基礎体温パターンとの関連性が示

唆された。心理的ストレス反応尺度であるSRS-18は、抑う

つ・不安、不機嫌・怒り、無気力の３因子から構成される

が[4]、本研究においては基礎体温との関連性はみられな

かった。また、唾液アミラーゼは急性ストレスにより高値

を示すことが知られているが[5]、本研究では就寝前に測定

していたことから、基礎体温との関連性がみられなかった

と考えられた。よって本研究により、無自覚的なストレス

と基礎体温パターンに関連がある可能性が考えられた。

　また、本研究では、月経周期の把握のために毎朝起床時

に舌下にて基礎体温を測定していたが、測定の抜けや不継

続によって解析できない周期があった。よって、基礎体温

の測定方法の簡略化が求められると考えられた。
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４．交流会における議論

　今回は、女子大学生10名を対象とした実験であったが、

適切なサンプル数に関するコメントがあった。将来的には

機械学習を用いて、女性個人の理想的な基礎体温パターン

から乖離したデータが見られた際に、どのようなストレス

が原因となっているのかフィードバックし、個人に合わせ

た最適な対処法を提示する、基礎体温を活用した女性のた

めのストレス判定システム構築を目指している。よって、

今後、被験者数を増やすことで考察を深めたい。

　また、被験者の属性に関するコメントもあった。大学生

だけでなく社会人など、幅広い属性の女性を対象とするこ

とで、基礎体温とストレスとの関連性に関してさらなる検

討をおこないたい。
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